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審 査 の 要 旨 
【批評】 
 CoDAの研究は、今から三十年ほど前に体系化が始まりながらも、つい数年前になって国際学会が
本格的に組織されて、現在まさに開花期とも言える段階にある。しかしながら、そこで取り扱われて
いるのは鉱物学を中心とした自然科学データが大半で、社会経済データを用いた実証研究は皆無に近
く、社会科学分野ではほとんど認知されていない。そのような中において、社会経済データを用いた
実証により、CoDAの手法の有用性や適用上の留意点を示している点、さらに社会経済データの特徴
を踏まえ、近年発展の著しい空間計量経済学との融合を試み新規性の高いモデルを提示している点
等、CoDAの研究の発展可能性に大いに貢献する成果が示されており、研究の新規性及び有用性に関
して一定の評価に値する。 
 
【最終試験の結果】 
平成３０年２月６日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（社会工学）の学位を受けるに
十分な資格を有するものと認める。 
 
